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PROFILE　2009年、新潟県出身の金子学（写真左）と神奈川県出身の阿諏訪泰義（写真右）によって結成。この世界に入って
一番嬉しかったことは？「キングオブコント2012ファイナリストになったこと」（阿諏訪）、「出身の津南町唯一の芸能人扱いされ
ること。将来は町長選に打って出るかも（笑）」（金子）。

観世喜正（かんぜ よしまさ）＝シテ方観世流。1970年東京生まれ。父・三世観世喜之に師事。1973年、仕舞「老松」にて初舞台。1975年、能
「合浦」にて初シテ。国内外の公演に多数出演。公益社団法人能楽協会理事。公益社団法人観世九皐会理事。「のうのう能」「神遊」等を主宰。

　結成から4年目の昨年、『キングオブ

コント2012』ファイナリスト及びNHK

新人演芸大賞受賞と一挙に花が開いた。

ネタ作りは、街行く人の観察から想像

を膨らませる。大筋だけを作って何度

も舞台にかけていくうちにネタが固

まってくる。「ネタはナマモノだから、

あらかじめカチっと作ると行き詰まる。

周りがいくら面白いと言っても自分た

ちの中で終ってしまっているネタは全

力で演じきれない」最近はテレビ出演

の機会も多いが、「10年後もテレビだ

けでなく新しいネタを作って舞台に上

がり続けたい」読者の皆さんに一言。

「お笑いはとても身近なものなのに、

ライブまで観に来るファンはわずか。

テレビではカットされてしまう失敗も

含めて、そこでしか味わえない醍醐味

がライブにはある。是非劇場で観て

笑ってほしい」

若き実演家の未来

ネタは鮮度が命

　難しそう、と思われがちな能楽。「楽

しむためのヒントはストーリーのある

演劇として観ること」と観世喜正さん。

そうすれば台詞が聞き取れなくても想

像で補える。次はどうなるんだろう？

と考えながら観れば、舞台も近く感じ

られる。

　興味の入口はさまざまだ。例えば装

束に使われる絹織物『唐織』。「とても

柔らかくて軽い江戸時代の唐織を再現

するために、土づくりから始めた研究

家もいます」布を織る糸、糸を吐く蚕、

蚕が食べる桑、桑を育てる土……と

遡った結果だとか。

　能楽を観る時、私たちは600年前の

人と同じ体験をしている。今は伝統芸

能だが、当時は時代の最先端の芸能

だった。「長く残ってきたということは、

それだけの良さがあったのだと思いま

す。はるか昔に思いを馳せつつ、お客さ

まそれぞれにとっての魅力を見つけて

ほしいですね」

600年前に思いを馳せて

うしろシティ
Ushirocity

瞬演の舞台から 能楽

第1号読者プレゼント
新国立劇場（オペラ劇場）バックステージツアー開催！

NEWSアートディレクターの眼

小便小僧を「ドン・ジュアン」にたとえたのだろう
か？ 彼の自由奔放な生き様の裏の苦悩を有刺鉄
線で表現したのだろうか？ 制作者の豊かなアイデ
アに拍手したい。公演タイトルにトゲを付けたりす
る凝り方や写真の完成度など、全てに興味深いフ
ライヤーに仕上がっている。

踊っているイラストは２パターンなのに、配色と配
置の妙で大勢踊っているように見える。しかも可愛
くて魅力的だ。個性豊かな７人の女性の物語だそう
だが、なるほど伝わってくる。写真がないので、どん
な女性が出演するのか、より興味が湧く。ただし、
ダンスの公演ではないそうなので、ご注意を。

劇団山の手事情社 『ドン・ジュアン』
2014年1月２4日（金）～30日（木）
東京芸術劇場 シアターウエスト
構成・演出：安田雅弘／原作：モリエール
デザイン：福島治・古川洋祐

東京タンバリン
『しなやかに踊りましょう』
2014年1月16日（木）～19日（日）／シアタートラム
作・演出：高井浩子
デザイン：清水つゆ子

最近色々な公演のフライヤーが面白くなって来ている。
ここでは1月から3月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

　新国立劇場のご協力で、夢の世界をつくる現場をご案内いただ
きました。美しい響きを作り出す繊細な技術から、大掛かりな舞台
の機構まで、誰かに教えたくなる話をたくさん伺いました。例えば、
オーケストラピットの床が上下に動くって、ご存知ですか？　ピット
の深さを変えることで、客席に届く音量を調整しているそうです。
　前日から始まっていた「リゴレット」のセットを間近に見学した後
は、客席へ。V.I.P.席に座って大物気分を堪能しました。小学生のお
子さんを含め幅広い年代の方にご参加いただいた今回のツアー。
「オペラは観たことがないけれど、今度は実際の公演を観に来た
い」との声も上がり、「実演芸術の魅力を伝える」を使命に掲げる
SANZUIとしては、大成功だったと思います。
　第３号の読者プレゼントでは東京二期会の立ち稽古がご見学い
ただけます。オペラがお好きな方はもちろん、ご覧になったことの
ない方も、あえて裏側から入門してみるのも面白いのでは？

PRESENT

A.  『第57回日本舞踊協会公演』ご招待 各回1組2名様
2月14日（金）～16日（日）（3日間5公演）＊14日は夜の部のみ。
昼の部：12：00開演／夜の部：16：30開演 会場：国立劇場大劇場
出演詳細は、日本舞踊協会ホームページをご覧ください。
http://www.nihonbuyou.or.jp/

B.  『東京二期会立ち稽古見学』ご招待 10組20名様
4月4日（金）17:30-19:00
芸能花伝舎（東京都新宿区）の体育館で行われる、
東京二期会のオペラ『蝶々夫人』の立ち稽古を
特別にご覧いただけます。 （写真提供：（公財）東京二期会）
http://www.nikikai.net

さかのぼ

からおり

新村則人＝アートディレクター。1960年山口県生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品キャンプ場、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。

［プレゼント応募方法］ SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）からご応募いただくか、お葉書に①ご希望のプレ
ゼント（Aは日時もお選びください）②氏名③年齢④性別⑤住所⑥電話番号またはメールアドレス⑦SANZUI入手場所⑧誌
面の感想を書いて「〒163-1466 新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティタワー11階 芸団協広報課」までお送りください。
［締切］ A：1月31日(金)　B：3月14日(金)
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